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J. 1976、井上京子 1999 など）。  
 日本語助数詞を主たる対象に据えた研究は池上禎造（1940）に始まり、こ
れまで、現代語における意味・用法の記述（顔瑞珍・谷原公男・デビー・リー
1989、Matsumoto, Yo 1986,1988,1993、松本曜 1991、飯田 1999 など）や理
論的研究（西光義弘 2004、今里典子 2004、濱野寛子 2005,2008,2013a,2013b、
濱野寛子・横森大輔・鈴木一平 2009、濱田英人・井上紗葉璃 2012、濱田英人
2013、眞野美穂・米澤優 2013 など）、対照研究（渡邊實 1952、張麟声 1983、




（松本曜 1984a,1984b、内田伸子・今井むつみ 1992,1994、仲真紀子 1996,1997、
佐藤賢輔・針生悦子 2006 など）、第二言語習得研究（濱野寛子・佐野香織 2008、
李在鎬 2013、金秀惠 2013 など）、方言研究（方言研究ゼミナール編 1996 な
ど）など、様々な角度から論じられてきた。  
                                                   
1 本稿では「助数詞」という用語を用いるが、先行研究からの引用部はその限りでは
ない。  



















歴史的文法変化の事例として位置付けることができる。Hopper, Paul J. & 
Elizabeth C. Traugott（1993 [2003]）や Heine, Bernd, Ulrike Claudi & 










                                                   
3 池上秋彦（1971:332）は「 -首」「 -冊」「 -本」「 -軒」などを独立性が薄れているもの
として挙げている。しかし、それらがもともと名詞であったかは不明である。  









































  (0.2)a. 新たな助数詞を作る  
b. 外来語から借用する  

























                                                   
6 王鼎（2006a）も参照。  
7 1 章で示す本稿の助数詞の定義、および、用法認定基準に照らし合わせると「 -レー
ン」「 -車線」は助数詞と認定できない可能性もあるが、ここでは、見坊（1965）に従
い、助数詞として扱っておく。  
8 見坊（1965）は、道幅を表す「 -車線」は、「 -レーン」の訳語として後に当てられ
たものであるとする。これが事実ならば、見坊（1965）が挙げている例は、どちら




















(0.3)a. 国／か国（こく）、俵（ひょう）、輪（りん）、畳（じょう）  
b. 社（会社）、種（種類）、錠（錠剤）、機（飛行機）、期（任期）  



































  (0.4)a. よねちゃんはお母さんがいるところまで走っていった。  
b. この前、正和ときれいな女性が一緒にいるところを見た。  
  (0.5)a. 車の運転に対しておそれの気持ちを持っている。  



























(0.6)a. 議論が根本からおかしい。  
b. *議論が根本おかしい。  
  (0.7)a. ヒノキが 6 本から折られている。  









細な議論を行う 6 章より前の議論では「文法化」との関連については触れない。  
10 「ところ」に関しては脱範疇化が認められる。  
  (0.i) ここは飛行機  が／の  飛び立つところだ  
  (0.ii) これから飛行機  が／*の  飛び立つところだ    （三宅知宏 2005:65） 
































PERSON ＞  OBJECT ＞  ACTIVITY ＞  SPACE ＞  TIME ＞  QUALITY 
 
Heine, Claudi & Hünnemeyer（1991:160）は、この階層を、名詞や動詞な
どによってエンコードされる具体的な存在（concrete entities）の意味的抽象
                                                   



























































































なし   事象の時間的展開   あり  
名詞―A       B      C 
ウ      イ      ア―動詞  
影山（2010:17）13 
 


















 数詞と結合可能な動名詞には次のようなものがある。  
 
(0.8)a. 分類する、3 分類、3 分類｛する／*行う／*分ける／*増やす｝  
b. 分割する、3 分割、3 分割｛する／*行う／*分ける／*増やす｝  
c. 得点する、3 得点、3 得点｛する／*行う／*挙げる／*増やす｝14 
(0.9) 回転する、3 回転、3 回転｛する／*行う／*回る／増やす｝  

















(0.iii) 昨季第 2S からレギュラーに定着、11 得点した。（朝日新聞 2004/3/11） 
(0.iv) 武南戦で 1得点した MF関と FW岡田を投入した。 （朝日新聞 2000/1/3）  
(0.v) 1 回に 2 得点するが、その後はダルビッシュの前に三塁さえ踏めずに無得
点。                    （朝日新聞 2007/5/24） 
(0.vi) ヴ川崎が残り 7 分から 2 得点し、ホームでの開幕戦を逆転の白星で飾っ







  (0.11)a. 昨日の店  →  昨日｛立ち寄った／服を買った／見かけた｝店  
b. 東京に店がある／*東京で店がある  
  (0.12)a. 昨日の試合  →  一義的  









































































 『読売新聞ネットワーク版』は、1874（明治 7）年 11 月 2 日から 1980（昭























































主張する。続く 3 章では、類義語「-店舗」との比較をとおして、助数詞「 -
店」の意味を分析し、「-店」の現代語における意味制約と成立・定着過程との
関係について論じる。  



































(1.1) 高校野球を 4 試合観戦した後、トンボ返りで戻った。 
（朝日新聞 2012/7/30）  
(1.2) 目の上のたんこぶをどうにもできない塚本ら 3 社長も非力だが、
お上が民間企業の首脳人事に不明朗に介入することは、あっては
ならないことである。          （AERA2010/5/31） 
(1.3) 京都、大阪、神戸の 3 都市に価格のピークが分散している。  






                                                   






















であるかを示す、一種の接尾語      （西尾寅弥 1977:132）  
度量衡や時間等の単位を表さず、独立して用いることができない、数









                                                   


































その他  美人、奇人、名人  
【C】容器  
容器  さら、はこ、たる、ふくろ、缶、瓶、パック、ケース  
容器的  くし（串）、はち（鉢）［植木など］  
【D】その他  
a しな（品）、め（目）［編物などで］、曲、票  








(1.4) a. *ことし、3 大学の大学ができた。  
b. *ことし、大学 3 大学ができた。  
c. *ことし、大学が 3 大学できた。  
  (1.5) a. ?2 しなの品を届ける。  
b. ?品 2 しなを届ける。  
c. ?品を 2 しな届ける。  
(1.6) a. 千票の票を集める。  
b. 票千票を集める。  






















                                                   












(1.7) 何ページ読みましたか？  













2. 数えられている事物を表す名詞（クルマなど）と共起しうる  
3. 個別化された事物の数を示す際に使われる  
（松本曜 1991:82）  
1. 数詞に直結する  
2. 「数詞＋助数詞」によって数を指定される名詞と共起し得る  
3. 数える上で「一」となる単位を指定する  
（Downing, Pamela A. 1996:16-17）  
                                                   
4 東条（2014）は、「準助数詞」をさらに、「容器型助数詞」と「非容器型助数詞」に








(1.9)a. “classified” use: ひと-いろ（ ‘one color ’） 
b. noun use   : ひと-つのいろ（ ‘one color ’）  
















(1.10)a. 一例／何例、三部屋／何部屋、五パック／何パック  
b. 一会社員／ *何会社員、三男／ *何男、五寺／ *何寺、  
七議員／*何議員  
c. 三アーティスト／何アーティスト、五連覇／何連覇、  
七盗塁／何盗塁  
眞野・米澤（2013:141）  
                                                   
























a. 数詞に後接する。  
b. 数えられている対象を示す名詞と共起する。  
c. 「何（なん）-」に後接し、数を質問する意味となる。  


































                                                   
6 関連する議論については峰岸明（1967b,1967c）も参照。  

















  (1.11) マイケルら 3 アーティストが参加した。  





(1.13) また AP 通信によると、病気療養中のカストロ前議長とは、7 日
朝にリー氏ら 3 議員が面会したという。 （朝日新聞 2009/4/9） 
(1.14) 東京都立大学など 4 大学を廃止し、大都市問題に取り組む新大
学を発足させる東京都が、目玉となる都市教養学部のコースにつ
いて、理念づくりの補強などを大手予備校の河合塾（本部・名古







 このような問題を踏まえ、本稿では次のような助数詞の定義を提案する。  
 
  (1.15)a. 数詞の後ろに直結し、数量詞を成す  























(1.16) 学生たちが 3 人参加した。  
(1.17) 大学や工場などを 3 ヶ所廃止した。  
  (1.18) *マイケルらが 3 アーティスト参加した。  
  (1.19) *鈴木選手はこの試合で、二盗、三盗などを 4 盗塁決めた。  
  (1.20) *リー氏らが 3 議員面会した  






  (1.22)a. 三男の男性が参加した。  





                                                   
10 単独で副詞的位置に生起できる「今日」「昨年」「明日」などの時を表す名詞や再


























 周知のとおり、数量詞は、文中の様々な位置に生起する。  
 
  (1.23)a. 3 人の学生が出席した。 
b. 学生が 3 人出席した。  
c. 学生 3 人が出席した。  




（山田孝雄 1908,1936、松下大三郎 1930、橋本進吉 1959、益岡・田窪 1992
など）12。これは、数量詞の統語的分布が、時を表す名詞や再帰代名詞を含め


















(1.24)a. 一郎、二郎、三郎の 3 人（がやってきた。）  
b. 一郎、二郎、三郎である 3 人  







(1.25)a. 学生の 3 人が（やってきた。）  
b. 学生である 3 人  




修飾要素である「学生」が「3 人」の属性を表しているものと考えられる。  


















 (1.26) [山田教授、佐藤教授、高橋教授 i ]は、そろって後進の育成にも力









 以上の議論をまとめたものが〔表 1-2〕である。  
 
表 1-2 数量詞の分布と機能の関係 
 例  統語的分布  機能  
(1.23a) 3 人の学生が出席した。  連体修飾要素  指示 or 量化  
(1.23b) 学生が 3 人出席した。  連用修飾要素（副詞的） 量化  
(1.23c) 学生 3 人が出席した。  格成分（名詞と同格関係） 指示？  or 量化  
(1.23d) 学生、教員、事務員の 3人が出席した。 被連体修飾要素  指示  
                                                   










(1.27)a. [山田教授、佐藤教授、高橋教授 i ]は、そろって後進の育成にも
力を入れている。そのため、3 教授 i の学生は、皆、非常に優
秀である。16 
b. *人文学部教授が 3 教授講演した。  
c. 人文学部教授 3 教授が講演した。  
d. 山田教授、佐藤教授、高橋教授の 3 教授が講演した。  











  (1.28)a. （新発売のゲームを探して）おもちゃ屋の支店を回った。  
b. *（新発売のゲームを探して）おもちゃ屋を支店回った。  
c. （新発売のゲームを探して）おもちゃ屋を 3 店回った。  
  (1.29)a. 予選の試合を見学した。  
b. *予選を試合見学した。  
c. 予選を 3 試合見学した。  






























(1.7) 何ページ読みましたか？  
(1.8) *何作業部会が設置されましたか？          （再掲）  
(1.30) 数ページくらいは読みましたか？  
(1.31) *数作業部会くらいは設置できましたか？  
(1.32) 二、三ページくらいは読みましたか？  






                                                   






 (1.34) 何分類する？、3 分類｛する／*行う／*増やす｝  














 最後に、日本語助数詞の下位分類について述べておく。  
 従来の研究の中には、助数詞と単位（辞）を区別するものも多く存在する21
（田中敦子 198722、飯田 1999 など）が、奥津敬一郎（1980:518）が「数詞
について事物の数量的側面を表わすという点では同じであるし、〈中略〉文法
的にも同じ働きをしているから、区別する必要はあるまい」と述べるように、
                                                   
20 正確には、「準助数詞」に認定される。  









































  (1.15)a. 数詞の後ろに直結し、数量詞を成す  























 助数詞「-店」は、現代語では、広く用いられている助数詞である1。  
 
(2.1) 県内最大手の東邦銀行は 16 日、全 113 店のうち 29 店舗を休業。  
（朝日新聞 2011/3/17）  
(2.2) アイスクリームやマジックなどの屋台が約 30 店。  
（朝日新聞 2007/1/10）  
(2.3) 彼は 5 店の飲食店を経営している。 








  (2.5) 寫眞屋なども數十軒有るといふ    （読売新聞 1875/8/2_1 面）  
  (2.6) 右之通悉皆御取上げに相成其上不足之分は何れの地にても店を一
ヶ所殘し置之を善助の店と致し…  
（読売新聞 1874/12/14_付録 2 面）  
  (2.7) 當時問屋四十戸、仲買百五十戸にして皆免許鑑札を所有し毎歳冥
加金として銀六十枚を納むるを例とす  （読売新聞 1885/3/1_2 面） 
 

























では、1 章で論じた以下の 2 点を助数詞用法の成立認定の基準とし、両方を満
たした用例が確認された場合に助数詞として成立したと考える。  
 
  (2.8)a. 数詞の後ろに直結し、数量詞を成す  












クラエディタ 2.0.5.0）を用いて当該部分を含む文を抽出した。  
『読売新聞ネットワーク版』の調査は 1875（明治 8）年、1885（明治 18）
















 『読売新聞ネットワーク版』の調査では 23 の用例を得ることができた。そ
の内訳を〔表 2-1〕に示す2。  
 
表 2-1 『読売新聞ネットワーク版』に見られる数詞と直結する「店」の用例内訳 
1875 年  1885 年  1895 年  1905 年  
3 6 10 4 
 
 1875（明治 8）年の用例は以下のとおりである3。以下、数詞と結合した「店」
                                                   
2 明治 8 年の読売新聞が 2 段組 2 頁の隔日発行であるのに対し、明治 18 年は 5 段組
4 頁の週 6 日発行、明治 28 年は 6 段組 4～6 頁の週 7 日発行、明治 38 年は 8 段組 4
～10 頁の週 7 日発行である。各年の調査は、新聞 1 年分という点では共通している
が、それぞれの年の文字数は大きく異なるため、数量的な考察は行わない。  
3 (2.10)は 8 月 13 日 2 面にも同じ記事が確認できる。そのため、〔表 2-1〕の用例数







テハ差支可申候          （読売新聞 1875/3/13_1 面） 
(2.10) 寫眞の有益なるを以て日に月に世に行はれ販賣店も各地に相開
け候處各品一店（振り仮名なし：引用者注）にては揃兼仕入方御








  (2.11) 都べて一店に種々の取引をなすもの、客を待遇するもの、帳簿を
預るもの、出納を掌どるもの、之を撿査する者、店主の外用を代
理するもの公事に奔走するもの、賄方を掌どるものあり  
（読売新聞 1885/3/10_3 面）  
(2.12) 既に手代より昇等するものを支配人と云ふ即ち一店商業の總宰
にして其の責任最も重く主家商業の盛衰は皆な支配人の料見如何
に因るものとす         （読売新聞 1885/3/10_3 面）  
  (2.13) 抑も両替商の手代其の主人との約束に違はず年數を勤め終る上
は其の主人より別家を許るされ而して一店を開くに當り…   
（読売新聞 1885/3/11_2 面）  
  (2.14) 雇人に中年と云ふものあり即ち元服したる後に雇入れらるゝも
のにして多くは一店重要の事務を擔任する事を得ず  
（読売新聞 1885/3/11_2 面）  
  (2.15) 勸工塲又は勸業塲と稱し一家屋の内に數店相集りて商業を營む
事を始めしは未だの近き頃の事にして明治十年勸業博覧會の開






（読売新聞 1885/7/8_3 面）  
 
しかし、助数詞用法の認定基準(2.8)を満たす用例はまだ確認できない。  
 続いて、1895（明治 28）年の用例である。  
 
  (2.17) 賣買品は複雑にして一様ならず其中最も多きは雑貨店なり、即ち
乾物・荒物・紙類・酒類・穀類等を店先に並べて商ふもの多く、
一店にして一品一物のみを限りて賣るものなし  
（読売新聞 1895/1/11_1 面）  
(2.18) 寶屋となん呼べる牛肉店の主人某（三十年）は〈中略〉近來は家
業めつきり繁昌しているは、都二店を壓倒せん斗りの勢ひなりと
は凄じきものなり        （読売新聞 1895/1/26_3 面）  
(2.19) 株式市塲は昨朝は各株何れも氣乗り薄く〈中略〉「角十」を始め
其他二三店の買物のためヂリ／＼引締り…  
（読売新聞 1895/2/6_5 面）  
(2.20) 期米は大坂一昨夕止めの小堅き聞えなると〈中略〉「す」の千石
を始め其他二三店の賣物出て…    （読売新聞 1895/1/19_5 面） 
(2.21) 新茶入荷〈中略〉大谷商店外五店へ八個の入荷ありたり米船出帆
も近日なれば初手合を見るも昨今ならん  
（読売新聞 1895/4/25_4 面）  
(2.22) 寂々たる漁村にして商戸は纔に十餘店軒を並らべて生業せし所
と聞く              （読売新聞 1895/6/4_1 面） 
(2.23) 天津に於る日本品取扱の清國商店は左の七店なり  
（読売新聞 1895/8/6_5 面）  
(2.24) 呉服問屋下村方の雇人原田千太郎（十八年）といふは〈中略〉呉
服商上總屋を始め其他二三店に於て合金二百廿一圓七十五錢を
取り集め…            （読売新聞 1895/9/4_3 面） 
(2.25) 昨日の定期米〈中略〉直押は「山サ」等數店の買物もありしかば
差して變動なくザラバに移り目先筋の買物ありて…  












  (2.27)a. 寂々たる漁村にして商戸は纔に十餘店軒を並らべて生業せし所
と聞く。（副詞的数量詞が生起した動詞文）  














 次に、1905（明治 38）年の用例を見る。  
 
  (2.28) 玩弄具の中十中八九までは鉄葉製品なり〈中略〉綿毛細工の犬猫
等の置物も一店に中必ず二三を供へざるはなけれども…  
（読売新聞 1905/2/3_4 面）  
  (2.29) 翻つて其持米を某々二三店にて中期へ繋ぎたるもの五百枚以上




由               （読売新聞 1905/10/16_3 面） 
(2.31) ビール、團子、すし等の飲食店は何れも水兵を以て充滿し天麩羅、
蕎麥等の二三店は見る／＼中に賣切となれり  











上の六分の一に達し居れり          （神戸又新日報 1912/5/12） 
(2.33) 之れが搭載船舶十隻輸出商八店あり （大阪毎日新聞 1914/9/9） 
(2.34) 總店數八十二の内四十三店は農工銀行十五は内地銀行支店にし
て朝鮮に本店を有する銀行は僅に二十四店を數ふるに過ぎず  
（福岡日日新聞 1915/9/30-1915/10/3）  
(2.35) 其の組織は奬励館と商業會議所の聯合主催で市内屈指の文房具
問屋四十七店が参加した       （東京朝日新聞 1922/4/21） 
(2.36) 一ケ年二千萬ドルの賣上げをするデパートメント店が五十店連
鎖せらるゝことは遠き將來でない   （大阪朝日新聞 1929/12/19） 
(2.37) 事實現在指定運送店三、二五二店に對し非指定店は三、七三二店
あり               （大阪毎日新聞 1936/9/18）  
(2.38) 又は一事業會社の指定運送店が數店ある塲合得意先別に合同を
なすことも認める            （読売新聞 1940/8/27） 
 
 数詞と結合した「-店」が副詞的位置に生起している用例は、(2.36)～(2.38)











助数詞「-店」の成立までには以下の 3 つの段階があったものと推察できる。  
 
第一段階：名詞「店（たな／みせ）」（1875 年以前）  
第二段階：接尾辞「-店（てん）」（1880 年前後）  
第三段階：助数詞「-店」（1895～1930 年頃）  
⇒  助数詞「-店」の成立  
 









（読売新聞 1875/5/2_1 面）  
(2.41)a. 煉化石の呉服店（ごふくだな）はお上のお入用で建ていただき
此入用は凡一萬七千圓もかゝツて有る様子で…  
（読売新聞 1875/9/25_1 面）  
b. 東京に出て両國橘町へ呉服店（ごふくみせ）を開きたれど新店
にて得意が無い故か思ふ様に繁昌せず  
（読売新聞 1885/4/29_3 面）  
(2.42) 魚市塲並ビニ料理店（りょうりみせ）蒲鉾店等ニ於テ不用ニ属ス
ル魚腸其他汚穢物ハ日々人家懸隔ノ塲所ヘ運搬候様至急該營業














を知らざるなり         （読売新聞 1885/2/14_3 面） 
(2.45) 最上の化粧香料として江湖の知る所なるパスタマツクは今回新
荷澤山に到着し諸唐物店（とうぶつてん）其他の化粧品店に賣捌
きつゝありといふ        （読売新聞 1900/9/11_4 面） 
(2.46) 日本橋區駿河町ゑちご屋事三井呉服店（ごふくてん）は今回二階
廣間に商品陳列塲を新設したれば…  
（読売新聞 1885/11/6_3 面）  
(2.47) 調味其の法にかなへりと評判有る求友亭の主人は向島中に西洋
料理店（りょうりてん）なきを遺憾とし…  
（読売新聞 1885/3/27_2 面）  
(2.48) いろいろの商人露店（ろてん）を並べて其數三千餘軒もありけり 








                                                   
























ますのさ                          （読売新聞 1875/1/18_2 面） 
(2.50) 昨七年十二月中「キニー子、ヨードカリ」ノ二藥（ふたいろのく













と聞く                      （再掲）  
 
この用例の解釈には以下の 3 つの可能性があることはすでに述べた。  
 
〔解釈 1〕：「十餘店」が副詞的位置に生起している動詞文  
〔解釈 2〕：主格名詞「十餘店」のガ格が省略された二重主語文  






















                                                   





















用いられていたかを〔表 2-2〕にまとめた。  
 
表 2-2 数詞と結合した「店」の表現対象 
調査年 用例  表現対象 調査年 用例  表現対象 調査年 用例  表現対象 
1875 




(2.28) 玩具店  
(2.10) 写真販売店 (2.18) 牛肉店  (2.29) 米屋  
(2.10)7 写真販売店 (2.19) 株式商店 (2.30) 飲食店  
1885 
(2.11) 商店一般 (2.20) 米穀取引所 (2.31) 飲食店  
(2.12) 商店一般 (2.21) 茶商店   
(2.13) 両替商  (2.22) 商戸  
(2.14) 商店一般 (2.23) 日本品商店 
(2.15) 商店一般 (2.24) 呉服屋  
(2.16) 料理店  (2.25) 米穀取引所 
 (2.26) 絹物商  
                                                   
7 注 3 でも述べたように、(2.10)の用例は同じものが 2 件あった。ここでは〔表 2-1〕









































(2.51) 日向市によると、市内の養豚農家 9 戸が出荷する予定だ。  












十戸を破壊し米穀取引所に放火   （大阪毎日新聞 1918/8/18） 
(2.53) 最近東京にアパートが激増して約八百戸を超え關西方面の市街
地には長屋式の建築が約六割を占めてゐる  




（東京時事新報 1911/12/15-1912/4/26）  
〚商業空間〛 
(2.55) 此村内にも煙草の小賣店が三戸ある 
（東京朝日新聞 1912/5/28-1912/6/6）  
(2.56) 中央瓜哇の大都市ジヨクジヤに在る二戸の日本商店と一戸の邦
人理髪店の如きまた支那人の客は殆んど入らず  
（福岡日日新聞 1912/11/14-1912/11/15）  
(2.57) アランヤの町は人口三千位商家約二百戸廣い／＼原つ■にポツ
ン／＼と家の建つた国境寒村といった感じの町である。  




































（大阪朝日新聞 1912/12/27-1912/12/28）  
しかし、このような名詞が「 -戸」と共起している用例は、『神戸大学デジタル版新
聞記事文庫』から得られた「 -戸」の用例 16,702 例（地名の「八戸」などを含む）の

































 大橋（1974:1）は、先の引用部に続けて、以下のように述べている。  
 
 


















































 ③「-店」が日本語助数詞の体系の中に定着できたのはなぜか。  


































(3.1) この地域には、デパートが 2｛? 軒／店／つ｝と大型スーパーが 3
｛? 軒／店／つ｝もあり、商売の激戦区と言われている。  
（飯田 1999:285）  
                                                   
1 「 -店」と、一部、意味的関連を持つ「 -軒」の意味を分析している研究は多く見ら

















   ・てんぽ【店舗】  













(3.2)～ (3.4)） 2。しかし、2 つの助数詞は常に置き換え可能ではない（＝
(3.5)(3.6)）。 
 
(3.2) 県内最大手の東邦銀行は 16 日、全｛113 店のうち 29 店舗／113
店舗のうち 29 店｝を休業。       （朝日新聞 2011/3/17）  
(3.3) 彼は｛5 店／5 店舗｝の飲食店を経営している。  
(3.4) このビルにはセレクトショップが｛3 店／3 店舗｝入っている。  
(3.5) アイスクリームやマジックなどの屋台が約｛30 店／?? 30 店舗｝。  
（朝日新聞 2007/1/10）  
(3.6) 賃貸のテナントなら、｛?? 3 店／3 店舗｝空きがありますよ。 
 


















 本稿では、1 章の議論に基づき、(3.7)を助数詞の定義として用いている。  
 
  (3.7)a. 数詞の後ろに直結し、数量詞を成す  







(3.8) カッパは「かっぱ寿司」を全国に 293 店舗展開している。  
（朝日新聞 2007/3/9）  
(3.9) 上海には千子蓮のチェーン店が 28 店舗ある。  





                                                   
3 眞野・米澤（2013）は、「数えられている対象を示す名詞と共起する」という統語
的基準も設けている点で、他の 2 つの研究とは異なる。なお、これら先行研究の詳細、





(3.10) 今、検討対象の店舗は何店舗ぐらいありますか。  












(3.5) アイスクリームやマジックなどの屋台が約｛30 店／?? 30 店舗｝。  
（再掲）  
 (3.11) 祭り当日はこの通りに出店が｛20 店／?? 20 店舗｝立ち並ぶ予定
だ。  



















(3.13)a. この街には有名なラーメン屋が｛5 店／5 店舗｝ある。  
b. この街には有名な移動販売車のラーメン屋が｛5 店／?? 5 店舗｝
ある。  
(3.14)a. 彼らは店を｛十数店／十数店舗｝も出している。  




 次に、「-店舗」が許容され、「-店」の許容度が落ちる場合を見る。  
 
 (3.6) 賃貸のテナントなら、｛?? 3 店／3 店舗｝空きがありますよ。  
（再掲）  










                                                   
4 同一の名詞でも文脈によって許容度が変化するのは、「 -店」「 -店舗」に限られたこ
とではなく、助数詞全般に共通する性質である。濱野寛子（2005）も次の例を挙げ
て同趣旨の指摘を行っている。  
(3.i) 漁師が 5｛本／匹｝のサンマを釣った。  
(3.ii) 母がスーパーで 5｛?? 本／匹｝のサンマを買ってきた。  （濱野 2005:97） 














(3.2) 県内最大手の東邦銀行は 16 日、全｛113 店のうち 29 店舗／113
店舗のうち 29 店｝を休業。  
(3.3) 彼は｛5 店／5 店舗｝の飲食店を経営している。  











 (3.16)a. 興味本位で、幽霊が出ると噂されるパチンコ屋を｛3 店／3 店
舗／3 軒｝回った。  
  b. 興味本位で、幽霊が出ると噂されてつぶれたパチンコ屋を｛* 3




                                                   























(3.5) アイスクリームやマジックなどの屋台が約｛30 店／?? 30 店舗｝。  
 (3.11) 祭り当日はこの通りに出店が｛20 店／?? 20 店舗｝たち並ぶ予定
だ。  
  (3.12) 今年のフリーマーケットは｛10 店／?? 10 店舗｝程度しか見るも
のがなかった。  
〈営業性〉 
 (3.6) 賃貸のテナントなら、｛?? 3 店／3 店舗｝空きがありますよ。  
  (3.15) 空き店舗を｛?? 2 店／2 店舗｝探す。  
（再掲）  
 
                                                   
7 ＜営み＞と＜場＞は「 -店」と「 -店舗」の相違を捉えるための便宜的な概念である。
したがって、後述する「 -戸」など、他の用途に用いられる空間や建物の数を表す助
数詞との体系化までを視野に入れた場合、より原初的な素性を立てる必要がある。こ


































図 3-1 「-店」「-店舗」の意味領域の分布 
高  
低  低  
性  
業  
営  常  
設  
性  
「 -店舗」の領域  




















  (3.17) 寫眞屋なども數十軒有るといふ    （読売新聞 1875/8/2_1 面） 
  (3.18) 右之通悉皆御取上げに相成其上不足之分は何れの地にても店を
一ヶ所殘し置之を善助の店と致し…  
（読売新聞 1874/12/14_付録 2 面）  
  (3.19) 當時問屋四十戸、仲買百五十戸にして皆免許鑑札を所有し毎歳冥












十戸を破壊し米穀取引所に放火      （大阪毎日新聞 1918/8/18） 
(3.21) 最近東京にアパートが激増して約八百戸を超え關西方面の市街
地には長屋式の建築が約六割を占めてゐる  










（東京朝日新聞 1912/5/28-1912/6/6）  
(3.24) 中央瓜哇の大都市ジヨクジヤに在る二戸の日本商店と一戸の邦
人理髪店の如きまた支那人の客は殆んど入らず  
（福岡日日新聞 1912/11/14-1912/11/15）  
(3.25) アランヤの町は人口三千位商家約二百戸廣い／＼原つ■にポツ
ン／＼と家の建つた国境寒村といった感じの町である。  





ている             （大阪時事新報 1922/5/18） 
(3.27) その後各地に分散収容することは種々不便ありとしてスマトラ北部の
山中コタラジャネに掘立小屋式収容所を數十戸急設して八月末まで








（時事新報 1912/8/6-1912/8/16）  
                                                   















「-戸」  ○  ○  ○  ○  
「-店」  ―  ―  ―  ―  
競合期  
「-戸」  ○  ○  ○  ○  
「-店」  × ○  × × 
現代語  
「-戸」  ○  × × × 















































                                                   




店ある」のように「 -店」とは共起できない。しかし、次の例を見られたい。  
  (3.iii) このラーメン店の｛営業時間／*診察時間｝は 10 時から 15 時までだ。  


















































 本稿では、1 章の議論に基づき、(4.1)を助数詞の定義として用いている。  
 
  (4.1)a. 数詞の後ろに直結し、数量詞を成す  




(4.2) 厳しい暑さのなか、フルセットの試合を 2 試合戦い、挙げた 4 勝。  
（朝日新聞 2012/1/26）  
  (4.3) 関係者によると、今年 11 月に代表戦を 2 試合程度開催する方向で
調整することを確認。         （朝日新聞 2012/4/24） 












2 先行研究の言及やそれに関する批判的検討は 1 章を参照されたい。  
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(4.5) 昨年、彼はイタリアで何試合出ましたか。  （朝日新聞 2002/7/26） 
(4.6) 「残り、何試合だっけ？」。         （朝日新聞 2010/11/8） 
  (4.7) 続投させたネルソンが打たれたことに「あと何試合あるの？中継











































田舎男子が東京者をたをしたる謂なり。 （毎日新聞 1905/10/10） 
(4.9) 故に余はこの一試合を以て決して軽々に看過せず、詳しくそのス















るが、参観者二百余名にて盛会なりし。 （神戸新聞 1909/9/21） 
                                                   
3 伊東明（1972,1975,1976a,1976c）も参照。  















1885（明治 18）年、1895（明治 28）年、1905（明治 38）年、1915（大正 4）
年、1925（大正 14）年の朝刊を対象に手作業で調査を行った。  
1976 年に刊行された読売新聞 100 年史編集委員会編『読売新聞 100 年史』






 以上より、本稿では、新聞 1 年分の膨大な文字量を考慮し、「運動界」が設
置されたとされる 1906 年以降である 1915（大正 4）年、1925（大正 14）年
はスポーツ欄のみを、それ以前の 1875（明治 8 年）、1885（明治 18）年、1895





















  (4.13) 君の御前にて劍法の試合練兵をして御覧に入る事などある爲め
…               （読売新聞 1885/1/14_3 面）  
  (4.14) 來十九年一月九日十日の兩日は靖國神社に於て明治十年西南の
役に近衛兵の戰死せし者の爲めに臨時祭典を執行し相撲、騎藝、
銃槍試合、烟火等を催さるヽといふ（読売新聞 1885/12/29_2 面）  
 
 また、次のように、名詞「試合」の数量を「-番」で表現している例も 1 例
見られた。  
 
  (4.15) 林元老院議員は布施爲三郎北畠政良依田昌藏の三氏と交る交る
試合をなし次に試合數番ありて河田景與、同景雄の両氏は一刀






                                                   






  (4.16) 勝平を責めて劔術の試合を挑むに至るまで演ること中々に大き
な質して…           （読売新聞 1895/4/14_1 面）  
  (4.17) 園の中央には土俵を設け各中隊より五名宛を精選せる力士は絶
えず力を角し又一隊の棒をどりあり鎌をどりあり柔術の仕合あ
り               （読売新聞 1895/5/22_2 面）  
  (4.18) 會員の撃劍及び薙刀試合を天覧に供せんことを議決し…  
（読売新聞 1895/5/25_3 面）  
  (4.19) 銀太郎名物の不理屈と擔ぎ出し平手試合の將棊に雪隠詰めする





  (4.20) 此百名中殊に熟練の人々を撰みて十組に分ち交々三本勝負を行
はしめ其勝負の後更に負抜けの一本勝負を行ひ尚ほ之に龜岡生
德社婦女薙刀の仕合を添へ十番程 （読売新聞 1895/5/25_3 面） 
  (4.21) 何れも各地撰抜の劔客とて數十番の試合花々しかりしが其中最





(4.22) 第二番試合の時白方の劔士赤の生擒を捕へ來りしに…  







  (4.23) 帝國工科大學教授パーフエス博士より武術仕合を望まれ…  
（読売新聞 1905/5/21_3 面）  
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  (4.24) 午前十時半頃一英水兵と一日本水兵と撃劍仕合をやつた  
（読売新聞 1905/10/14_5 面）  
(4.25) 撃劍野仕合は紅白二隊に分れ各自頭上に土器を付けて打割り合
ふ競技にして凄じき勢なりし。   （読売新聞 1905/11/6_3 面） 
  (4.26) 來る廿七日午後二時より明治學院球庭に於て青山學院野球部と
明治學院野球部の試合ある由   （読売新聞 1905/5/23_5 面）  
(4.27) 哲學館コートに於て一昨日擧行したる庭球試合の勝負は左の如
くにして浄土宗大學の勝となれり （読売新聞 1905/12/6_3 面） 
(4.28) 高等師範學校は毎年一回横濱アマチユア倶樂部とフツトボール
競技を爲し來りしが本年は今日午前十時より横濱公園にて試合
をする事になり選手十一名出張せり（読売新聞 1905/12/9_3 面） 
  (4.29) 英蘭對豪洲のクリケツト競技の最終試合は無勝負に終れり  















園運動塲にて擧行        （読売新聞 1915/9/13_5 面） 
(4.32) ポプラ倶樂部對第三小學校教師團庭球試合は午後二時より本所
三中コートにて擧行       （読売新聞 1915/4/10_5 面） 
(4.33) 慶應運動塲に於て關西對布哇邦人團との野球試會あり  




プラの庭球試合が行れた     （読売新聞 1915/5/30_5 面） 
(4.35) 農大ピンポン大會は三日午前九時より擧行選手試合の結果は一
等増富二等林三等畠山玉田となりたり  
（読売新聞 1915/10/4_5 面）  
(4.36) 弘道館柔道大會第一日は午前九時より同館内にて無段試合  
（読売新聞 1915/10/16_5 面）  
(4.37) 愛知醫専對高等工業弓術試合   （読売新聞 1915/11/16_5 面） 
 




で表現された競技を〔表 4-1〕に示す。なお、括弧内は当時の名称である。  
 













利となつた            （読売新聞 1925/2/4_5 面） 
(4.39) 慶大對明大ラ式蹴球仕合は十二日午後三田橋町で行はれる筈で






…                （読売新聞 1925/3/7_5 面） 
(4.41) 早慶第二回對校ホッケー試合は七日午後二時半フリーオフ佐野
小口両氏レフエリーで行つた    （読売新聞 1925/11/8_9 面） 
(4.42) 野球、バスケツト、ヴアレー競技選手權方法は…但し競技三ヶ國
が二國に限る塲合には選手權は三回試合に勝ちたる國に歸すべ
し                （読売新聞 1925/4/1_5 面） 
(4.43) ライン撞球選手權爭奪試合のフアイナルブロツクで現選手權保
持者菅沼■雄氏を千二百點對千七十八點の差で破り…  




（読売新聞 1925/9/7_5 面）  
(4.45) エール大學チームと三回戰の拳闘試合を擧行することに打合が出
來たと云ふことが發表されたので…（読売新聞 1925/2/20_5 面） 
  (4.46) 靖國神社奉納學生聯盟と陸海軍人對抗相撲試合は廿八日午前か
ら第一回第二回戰を行つたが…  （読売新聞 1925/4/29_9 面）  
  (4.47) 野球を初めフエンシング、レスリング等の試合を行ふらしい  
（読売新聞 1925/2/28_9 面）  
  (4.48) 東海専門學校聯盟の陸上競技第一日は〈中略〉百米■豫選から試
合の火蓋を切り大接戰を演じて午後四時半第一を終つた  




 次に、1925 年に見られた数量表現と順序表現を示す。  
 
  (4.49) この■的■育がなかつたなら試合を二三回にして確かにゲーム
をなげて觀球者に頗る嫌惡の念をいだかしめたであろう  
（読売新聞 1925/5/3_9 面）  
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  (4.50) 二回の試合を見て兩軍の力は互角  （読売新聞 1925/6/23_5 面） 
  (4.51) 互角の實力なるは既に二回の試合を通じて明白である。  
（読売新聞 1925/6/23_5 面）  
  (4.52) 第一日單試合二つの中パターソン對ラコストの試合は左の如く
ストレートセツトを以て濠州側の勝利に歸した  
（読売新聞 1925/9/6_9 面）  
  (4.53) 米國二大野球リーグペナント■は本日迄に百五十四回の全試合
中既に百三十五回至乃百四十一回の試合を終了し…  
（読売新聞 1925/9/15_5 面）  
  (4.54) 本國を八月十三日に出發以來途中今日までに米國本土で六回布
哇で五回試合した中で…     （読売新聞 1925/9/19_5 面） 
  (4.55) 米國二大野球リーグペナント爭奪戰は本年四月開始以來既に百
四十數回の試合を重ね剰す所僅かに十四回乃至八回となり…  
（読売新聞 1925/9/22_5 面）  
  (4.56) 世界野球選手權爭奪戰ワシントン・セネタース對ピツバーグ・パ
イトレート軍の第一回試合は愈々本日當地ツオーブズ・フイー
ルドでセネタース軍の先攻に開始、（読売新聞 1925/10/9_5 面） 
  (4.57) 世界野球選手權爭奪戰ワシントン・セネタース對ピツツバーグ・
パイレーツ軍の第三回目試合は■じて本日當地ワシントンで開
催              （読売新聞 1925/10/12_5 面） 
  (4.58) ワシントン・セネタース軍對ビツツバーグ・パイレーツ軍の野球
世界選手權爭■■第四回試合はビツツバーグの先攻で開始され
た              （読売新聞 1925/10/13_5 面） 
  (4.59) ワシントン・セネタース對ビツツバーグ・パイレーツ野球世界選
手權爭■戰第六回試合はセネタース軍先攻を以て開始され…  
（読売新聞 1925/10/15_5 面）  
  (4.60) ■塚球塲に於ける三田稻門の關西での第一回野球試合は三田に
取り東都戰の雪辱戰である    （読売新聞 1925/11/29_9 面）  
  (4.61) 早大對商大第二回バスケツト試合は三日午後三時二十分から早
大スコツトホールに於てレフエリー松崎氏の下に擧行され…  




  (4.62) 立教對中大第二回バスケツト試合は五日午後三時より一ツ橋コ
ートに於て松岡阿部二氏レフリーの下に開始  
（読売新聞 1925/12/6_9 面）  
 
 そして、最後に、数詞と結合した「試合」の用例を記す。  
 
  (4.63) その努力が齎したる健棒の冴えは確に數試合を彼れの打術に依
つて得た事を承認せねばならぬ。 （読売新聞 1925/2/20_5 面）  
  (4.64) フツトボール競技方法の件〈中略〉但し参加國が二國に限る塲合
は選手權は二つの試合に勝ちたる國又は第二回後更に一試合を
行ひ最大點數を得たる國に期す   （読売新聞 1925/4/1_5 面） 
  (4.65) 尚今廿六日は午前十時からシングル六試合を行ひ勝敗を決する
筈である            （読売新聞 1925/4/26_9 面）  
  (4.66) 第一日のシングル二試合は左の如きスコーアで佛蘭四組の勝と
なつた             （読売新聞 1925/7/20_5 面）  
  (4.67) テヴイスカツプ庭球米國ゾーン准決勝戰濠洲對加奈陀の試合は
〈中略〉之で濠洲は五試合全部に優勝し來る二十日より日本チー
ムとボストンに於いて米國ゾーンの決勝戰を行ふこととなつた  
  （読売新聞 1925/8/17_5 面）  
  (4.68) テヴイスカツプ爭奪庭球戰亜米利加對佛蘭西の第三日目單試合
中チルデンとラコストの試合は〈中略〉因みに米國は昨日までに
三試合に勝つて本年度もカツプを保持することには極つてゐる
のである            （読売新聞 1925/9/14_5 面）  
  (4.69) 濠洲對カナダの第一日シングルは二試合共濠洲方の勝利に歸し













  (4.70) 主水「ハヽハッ。○△幸ひ君のお慰み、紋三殿、此場に於て一試
合（ひとしあい）、手練の程を御覽に入られよ。」  
（54 巻 ,p.301）  
 













第一段階：[ 名詞  [ 数詞＋名詞  N] N]（複合名詞）  
第二段階：[ 名詞  N] [ 数詞＋名詞  N or Q]（同格構造）  
第三段階：[[ 名詞  N] [ 格助詞  C]] [ 数詞＋名詞  Q]（副詞的位置への生起） 






                                                   
7 「試合」「仕合」を用いた文字列検索では、次のような用例も確認される。  
(4.i)  菟角、一仕合は分別の外ぞかし。           （48 巻 ,p.64） 
(4.i)は井原西鶴作の浮世草子『日本永代蔵』からの用例であるが、この「仕合」は




の 3 種類の構造で解釈可能である。  
 
(4.71)a. [ シングル  [ 六＋試合  N] N] 
b. [ シングル  N] [ 六＋試合  N] 

























                                                   
























  (4.65) 尚今廿六日は午前十時からシングル六試合を行ひ勝敗を決する
筈である  
  (4.66) 第一日のシングル二試合は左の如きスコーアで佛蘭四組の勝と
なつた  

















  (4.52) 米國二大野球リーグペナント■は本日迄に百五十四回の全試合
中既に百三十五回至乃百四十一回の試合を終了し…  



























 ③囲碁・将棋などの連続して行う試合を数えます。「三番勝負」  












 では、なぜ、使用助数詞の置き換えが生じたのか。  
 それは、テニスにはダブルスが存在するためだと考えられる。シングルスが





































第一段階：[ 名詞  [ 数詞＋名詞  N] N]（複合名詞）  
第二段階：[ 名詞  N] [ 数詞＋名詞  N or Q]（同格構造）  
第三段階：[[ 名詞  N] [ 格助詞  C]] [ 数詞＋名詞  Q]（副詞的位置への生起） 






























































 ・しあい【試合】  
   スポーツの試合を数えます。「プロ野球 3 試合が雨で中止」→ゲーム1 
（p.352）  
 ・せん【戦】  











初戦を「1 回戦」といったり、「巨人－阪神 17 回戦」のように、試合の
順序や回数を表すのにもちいられる語です。プロ野球やプロサッカーリ




①勝負や遊戯の回数を数えます。「100 円で 2 ゲーム遊ぶ」  
②スポーツでの試合数を数えます。「3 ゲームが雨で中止」  
a. 試合での勝ち数を表します。「首位と 2.5 ゲーム差」  
b. テニスやバドミントンの試合で、セットを構成する部分を数えます。  
「5 ゲーム先取」                   （p.344）  

















  (5.1) 開幕｛第 2 戦／第 2 試合｝  
(5.2) 夏の福井大会で 1 回戦敗退だったチームが、北信越大会では 2 点
差以内の接戦を｛4 戦／4 試合｝続けてものにした。  
（朝日新聞 2012/11/7）  
 
また、X で総数を、Y で部分数を表す「X 中 Y」という表現において、「-試
合」「-戦」は、共に総数 X も部分数 Y も表すことができるなど、両者の意味・
用法はかなり近いと言える。  
 
(5.3) 韓国勢の優勝は 3試合連続で、今季 11試合中 5試合で頂点に立つ。  
 （朝日新聞 2012/5/21）  
(5.4) 上位選手の争いは残り 3 戦中 2 戦に集中し、つぶし合いとなる。  
 （朝日新聞 2012/11/5）  
(5.5) 奥田は今季 8 試合中、2 戦を怪我により欠場している。  
（http://news.golfdigest.co.jp/news/gdoeye/jpga/article/38075/1/）  
(5.6) 今季ツアー18 戦中、10 試合は外国勢に優勝をさらわれた。  
（朝日新聞 2012/10/10）  
 
しかし、両者が常に置換可能というわけではない。  






  (5.7) 今週のホエールズは 2 時間ゲームを｛3 試合／?? 3 戦｝した。  
  (5.8) アロマティコは、春はヴィクトリアマイルをはじめ重賞を｛3 戦
／?? 3 試合｝したが、善戦止まり。  
（http://race.sanspo.com/keiba/news/20131007/ope13100719230011-n2.html） 
 




















『聞蔵Ⅱビジュアル』を用いた調査では、2012 年 1 年分の『朝日新聞』、
朝刊、本誌、東京発行所、本文を対象に、「0～9」の数詞に「試合」「戦」を
付した語をキーワードとして検索を行った。その結果、「-試合」を含む 1,952
の記事から 3,326 例が、「-戦」を含む 1,172 の記事から 1,742 例3が得られた4。  
                                                   
3 「0～9」に「戦」を付して検索した結果、「V7 戦士」や「F15 戦闘機」など、本稿






 本章では、1 章の議論に基づき、(5.9)を助数詞の定義として用いている。  
 
  (5.9)a. 数詞の後ろに直結し、数量詞を成す  




 次に、助数詞体系内における「-試合」および「-戦」の位置付けを確認する。  
 日本語の助数詞には、「-回」「-度」5「-件」「 -例」など、〚デキゴト〛を表
す名詞の数を表現するものがある（飯田朝子 1999、伊藤由貴 2011、陶萍 2013b）
67。  
 
  (5.10) 今年、僕らは旅行を｛3 回／* 3 つ／* 3 個｝する。  
  (5.11) この町は年に祭りを｛2 度／?? 2 つ／* 2 個｝する。  
                                                                                                                                                     
4 検索システムの都合上、記事数の数値は漢数字「一」が付した「一試合」「一戦」
を含んでいる。用例数は、「一試合」が 14 例、「一戦」が 171 例であった。「一試合」
の用例はそのほとんどが「一試合一試合」であり、「一戦」は「一戦一戦」、もしくは、
『数え方の辞典』の「 -戦」①の用法であった。「一試合一試合」「一戦一戦」につい









7 〚デキゴト〛を表す名詞の数は、〚モノ〛の数を表現する助数詞（「 -つ」「 -個」な
ど）では、基本的には、表現できない。しかし、「質問を｛2 回／2 つ／2 個｝する」
のように、〚デキゴト〛と〚モノ〛の両方を表すことのできる名詞の場合、意味は変
わるが、〚デキゴト〛の数を表す助数詞も〚モノ〛の数を表す助数詞も許容される。








(5.12) 100 万円規模の工事を｛3 件／?? 3 つ／* 3 個｝する。  






  (5.14)a. 昨日の家事、3 時間の会議、今だけの工事、昼下がりのコンサ
ート  
b. *昨日の CD、*3 時間の鉛筆、*今だけの自転車、*昼下がりのポ
スト                   （影山 2011:38） 
 (5.15)a. あそこで｛会議／運動会／コンサート｝がある。  
b. あそこに｛会議室／運動靴／指揮棒｝がある。    （影山 2011:36） 










  (5.16) 昨日の公式戦、3 時間の国際試合  
  (5.17)a. あそこで｛公式戦／国際試合｝がある。  
b. *あそこに｛公式戦／国際試合｝がある。  
  (5.18)a. 今年度は公式戦を｛3 試合／3 戦／3 回／* 3 つ／* 3 個｝する。 





















(5.19) 3 回の会議  
(5.20) ｛第 3 回／3 回目｝の会議  
 
 (5.19)は会議が連続していても（たとえば、1 回目から 3 回目まで）、連続し
ていなくても（たとえば、1 回目と 3 回目と 5 回目）よく、その数量だけを表






表 5-1 「-試合」「-戦」の数量表現と順序表現の割合 
 「-試合」  「-戦」  
数量表現  2,886(86.8%) 603(34.7%) 
順序表現  440(13.2%) 1,139(65.3%) 































 (5.8) アロマティコは、春はヴィクトリアマイルをはじめ重賞を｛3 戦
／?? 3 試合｝したが、善戦止まり。                     （再掲）  
 
 では、なぜ「-試合」にはこのような制限が存在するのだろうか。  
                                                   
8 〔表 5-2〕の「 -試合」の欄にある陸上の用例はやり投げに関するものであった。  
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表 5-2 「-試合」「-戦」によって表現される競技 




















































（48 種 1,742 例）  
※1. 網掛けは各助数詞のみに見られた競技  





表 5-3 競技別「-試合」「-戦」の使用の偏り 
 「 -試合」（%）  「 -戦」（%）  総数  
野球  1,742（76.9）  521（23.0）  2,263 
サッカー  902（72.6）  339（27.3）  1,241 
ゴルフ  141（60.7）  91（39.2）  232 
バスケットボール  76（39.5）  116（60.4）  192 
ラグビー  76（65.5）  40（34.3）  116 
テニス  78（70.2）  33（29.7）  111 
スキージャンプ  16（14.8）  92（85.1）  108 
アメリカンフットボール  68（95.7）  3（4.2）  71 
アイスホッケー  32（49.2）  33（50.7）  65 
バレーボール  36（59.0）  25（40.9）  61 
F1 0（0.0）  61（100.0）  61 
フィギュアスケート  2（4.4）  43（95.5）  45 
相撲  0（0.0）  42（100.0）  42 
ボクシング  19（46.3）  22（53.6）  41 
卓球  20（51.2）  19（48.7）  39 
スキー複合  3（9.3）  29（90.6）  32 
スピードスケート  2（6.6）  28（93.3）  30 
競馬  0（0.0）  30（100.0）  30 
ホッケー  25（92.5）  2（7.4）  27 
フットサル  15（57.6）  11（42.3）  26 
カーリング  1（4.0）  24（96.0）  25 
ハンドボール  16（94.1）  1（5.8）  17 
囲碁  0（0.0）  17（100.0）  17 
ロードレース  0（0.0）  14（100.0）  14 
陸上  1（7.6）  12（92.3）  13 
将棋  0（0.0）  13（100.0）  13 
柔道  12（100.0）  0（0.0）  12 
スキー回転  1（8.3）  11（91.6）  12 
水球  9（81.8）  2（18.1）  11 
95 
 
耐久レース  0（0.0）  11（100.0）  11 
バドミントン  8（88.8）  1（11.1）  9 
モーグル  0（0.0）  9（100.0）  9 
ビーチバレー  1（12.5）  7（87.5）  8 
スケート全般  0（0.0）  8（100.0）  8 
フェンシング  6（85.7）  1（14.2）  7 
ソフトボール  5（71.4）  2（28.5）  7 
スキー滑降  0（0.0）  7（100.0）  7 
水泳  0（0.0）  4（100.0）  4 
スポーツクライミング  0（0.0）  4（100.0）  4 
キックボクシング  3（100.0）  0（0.0）  3 
レスリング  3（100.0）  0（0.0）  3 
スポーツ全般  2（100.0）  0（0.0）  2 
スキーエアリアル  0（0.0）  2（100.0）  2 
スケルトン  0（0.0）  2（100.0）  2 
マラソン  0（0.0）  2（100.0）  2 
ラリーレース  0（0.0）  2（100.0）  2 
クリケット  1（100.0）  0（0.0）  1 
ゴールボール  1（100.0）  0（0.0）  1 
スノーボード  1（100.0）  0（0.0）  1 
総合格闘技  1（100.0）  0（0.0）  1 
タッチラグビー  1（100.0）  0（0.0）  1 
アーチェリー  0（0.0）  1（100.0）  1 
カヌー  0（0.0）  1（100.0）  1 
自転車スプリント  0（0.0）  1（100.0）  1 
トライアスロン  0（0.0）  1（100.0）  1 
フリースタイル・フットボール 0（0.0）  1（100.0）  1 
ボート  0（0.0）  1（100.0）  1 
合計  3,326（65.6）  1,742（34.3）  5,068 















「-番」「-レース」に関する『数え方の辞典』の記述を〔表 5-4〕にまとめる9。  
 
表 5-4 『数え方の辞典』の記述 
 語釈  掲載頁  
-局  
碁盤・将棋盤・双六盤などで行う勝負を数えます。



















                                                   












表 5-5 『日本国語大辞典 第二版』の語釈 












13 巻 p.1066 











言語テストとして「X トイウ Y」形式を提案している。  
 
                                                   
10 初出例やその他の語釈などは割愛する。  
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 (5.21) スピッツという犬  








(5.23)a. *対局という試合  
b. *試合という対局 
(5.24)a. *レースという試合  
b. *試合というレース 













(5.26)a. 変則トーナメントで計 3 戦を行い、13 日に優勝が決まる。  
 （朝日新聞 2012/9/9）  



































(5.7) 今週のホエールズは 2 時間ゲームを｛3 試合／?? 3 戦｝した。  
（再掲）  




だエキシビションの｛2 試合／?? 2 戦｝をして、（全豪は）ベス
トな状態で入れると思う」と手応えを口にした。  
（朝日新聞 2012/1/16）  
    b. ただ定期戦の｛2 試合／2 戦｝をして、…  
(5.29)a. 31 歳の記者は、20 代の男女 3 人組や元商社マン、大学院生の
混合チームに加わり、競技経験の少ない人らが集まる「エンジ
ョイグループ」に参戦し、｛3 試合／?? 3 戦｝に出た。  
（朝日新聞 2012/2/25）  














































  (5.30) 靖國神社奉納學生聯盟と陸海軍人對抗相撲試合は廿八日午前か
ら第一回第二回戰を行つたが…  （読売新聞 1925/4/29_9 面）  
  (5.31) 銀太郎名物の不理屈と擔ぎ出し平手試合の將棊に雪隠詰めする


























（毎日新聞 1905/10/10）  
(5.33) 故に余はこの一試合を以て決して軽々に看過せず、詳しくそのス
コーアを録して動向を頒たらん。    （毎日新聞 1905/10/10） 
  (5.34) その努力が齎したる健棒の冴えは確に數試合を彼れの打術に依
つて得た事を承認せねばならぬ。 （読売新聞 1925/2/20_5 面）  
〚フットボール〛 
  (5.35) フツトボール競技方法の件〈中略〉但し参加國が二國に限る塲合
は選手權は二つの試合に勝ちたる國又は第二回後更に一試合を
行ひ最大點數を得たる國に期す   （読売新聞 1925/4/1_5 面） 
〚テニス〛 
  (5.36) 尚今廿六日は午前十時からシングル六試合を行ひ勝敗を決する
筈である            （読売新聞 1925/4/26_9 面）  
  (5.37) 第一日のシングル二試合は左の如きスコーアで佛蘭四組の勝と
なつた             （読売新聞 1925/7/20_5 面）  
  (5.38) 濠洲對カナダの第一日シングルは二試合共濠洲方の勝利に歸し
た、              （読売新聞 1925/8/15_5 面）  
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  (5.39) テヴイスカツプ庭球米國ゾーン准決勝戰濠洲對加奈陀の試合は
〈中略〉之で濠洲は五試合全部に優勝し來る二十日より日本チー
ムとボストンに於いて米國ゾーンの決勝戰を行ふこととなつた  
  （読売新聞 1925/8/17_5 面）  
  (5.40) テヴイスカツプ爭奪庭球戰亜米利加對佛蘭西の第三日目單試合
中チルデンとラコストの試合は〈中略〉因みに米國は昨日までに
三試合に勝つて本年度もカツプを保持することには極つてゐる








































をたつ。             （「平家物語」33 巻 ,p.88） 
(5.42) 吾兵ヲ起シテヨリ以來、八箇年ノ戰ニ、自逢事七十餘戰、當ル所
ハ必破ル、撃ツ所ハ皆服ス。     （「太平記」36 巻 ,p.107） 
(5.43) 南宋ノ亡ル時、東莞ノ農民熊飛トイフ者、義兵ヲ起シ、元ノ兵ト
數十戰ス。           （「孔雀楼筆記」96 巻 ,p.277） 
(5.44) 爲朝苟も、保元の合戦に、父に伴れ、君に頼れ奉り、百戦百勝の
計策を献るといへども、御運の傾くところ歟、終に用ひられず。  
（「椿説弓張月」60 巻 ,p.341）  
(5.45) 漢の高祖の七十餘戦も、九里山の一戦に勝て、四百餘州を得たり。 





                                                   
12 『大系本文（日本古典文学・噺本）データベース』より採取された「 -戰／戦」全
88 例のうち、72 例が「一＋戰／戦」、11 例が「百＋戰／戦」であった。一方、2012
年の『朝日新聞』から得られた数量表現の「 -戦」603 例では、「1 戦（17）、2 戦（153）、


































































































 本項では、Hopper & Traugott（1993[2003]）、秋元実治（2002,2004）な
どを参考に、文法化に関与するとされる原理をまとめる。  








































を狭く捉える立場（Bybee, Joan, Revere Perkins & William Pagliuca 1994、


























（ syntactic context expansion ）、 3 ） 意 味 ・ 語 用 論 レ ベ ル の 拡 張

























ら hussy（おてんば娘）ができたり、fish（魚）と wife（女）から fishwife
（魚売りの女）ができたり、 sweet（甘い）と meat（食べ物）から













意味的変化が形態統語的変化に先立つとされる。 Hopper & Traugott
（1993[2003]）が意味的変化の動機として重要視するのが、語用論的強化
（pragmatic enrichment）である。  







第一段階   be    going       [to visit Bill] 
       進行   方向を示す動詞  目的を表す節  
第二段階   [be going to]         visit Bill 
(再分析)     時制            行為を表す動詞  
第三段階    [be going to]         like Bill 
(類推)     時制            一般動詞  

























表 6-1 文法化に関する 2 つの立場の共通点・相違点 















































「 -軒」  
「 -ヶ所」  
「 -戸」  
 
「 -軒」  
「 -ヶ所」  
「 -戸」  
「-店舗」  
「 -軒」  
「 -ヶ所」  
 
接尾辞   「-店」  「-店」  
 変化前の範疇 既存の項目 競合期 現代語 
「-試合」の 
ケース 
名詞   「-試合」  「-試合」  
 「 -回」  








        ↓  ↓   
    ①脱範疇化、④分岐   ⑤更新・重層化  
 
図 6-1 「-店」「-試合」の助数詞化の流れ 
 















(6.1) 所用材木等柱廿九本       桁六
十二






記』竹内理三編『平安遺文』第三巻所収 828 番文書  宮内庁製作『東
南院文書』に影印）  
  (6.2) 柱十二本長九尺  方六寸  桁三支長一丈六尺  方六寸  垂木五支長一丈二尺  四三寸  
角木一支長一丈八尺  七六寸  扉三寸  [中略] 同柱十五本長二尺  方五寸  同桁六
支（書陵部所藏壬生文書『東寺損色撿注張』竹内理三編『平安遺







 また、助数詞化は他の文法化の特徴も示す。  
 日本語において、助数詞だけでなく、名詞も数詞と結合し得るということは
先行研究でも言及されている（影山太郎・眞野美穂・米澤優・當野能之 2011、






各  三  斗  
一石八斗  

















表 6-2 数量詞の分布と機能の関係 
例  統語的分布 機能  
3 人の学生が出席した。  連体修飾要素 指示 or 量化 
学生が 3 人出席した。  連用修飾要素（副詞的）  量化  
学生 3 人が出席した。  格成分（名詞と同格関係） 指示？or量化 















機能  範疇  
複合名詞  指示  
格成分、連体要素  




↓  ↓  ⇓ 生成範疇 機能 統語的分布 
数量詞化  （喪失） 助数詞 
数量詞  指示、量化  
格成分、連体要素  
述語、連用要素      













    第一段階：名詞から接尾辞への変化  
    第二段階：「数詞＋店（接尾辞）」から数量詞への再分析  
         「店（接尾辞）」から助数詞「-店」への再分析  
    第三段階：類推による副詞的位置への生起という範列的拡張  
  (6.4) 「-試合」の場合  
    第一段階：複合名詞から同格構造への再分析  
         複合名詞から数量詞への再分析  
          ex.  [ シングル  [ [ 六 Num] [ 試合 N] N] N]  
→  [ シングル N] [ [ 六 Num] [ 試合 Cl] Q] 
































































































図 6-3 言語変化における助数詞化の位置 
 
















































































  (7.2)a. 数詞の後ろに直結し、数量詞を成す  


































第一段階：[ 名詞  [ 数詞＋名詞  N] N]（複合名詞）  
第二段階：[ 名詞  N] [ 数詞＋名詞  N or Q]（同格構造）  
第三段階：[[ 名詞  N] [ 格助詞  C]] [ 数詞＋名詞  Q]（副詞的位置への生起） 




































ーチ、の 3 つを挙げた。  
 1）文法論的・語彙論的意義については、1 章で行った日本語における助数
詞の定義に関する新たな提案や、2 章と 4 章で行った「-店」「-試合」の語誌












ある 4 つの課題について述べたい。  
 第一の課題は、事例研究の積み重ねである。本稿で扱ったのは、「 -店」「 -
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